
 
 
  

 
 

保健室前の掲示 
いつも保健室の前の廊下に、様々な掲示

物があります。保健室の先生が、いろいろ

と工夫してくれています。つい先日までは、

インフルエンザ対策で、ウィルスがどこま

で飛ぶか、色の紙テープでわかりやすく掲

示してありました。今は、「リフレーミング

してみよう」という掲示がしてあります。 
どんな内容なのか、ぜひ、明日の懇談会

の際にお立ち寄りいただきご覧ください。 
大人も元気づけられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元 気 で や り ぬ く 子  

す す ん で 学 ぶ 子  

思 い や り の あ る 子  



統計図表 

保健室と同じ廊下（職員室前）

に、今年度の統計図表に出品した

作品も掲示されています。どの作

品も、とても時間をかけて、丁寧

に作られています。今年度出品し

た作品と昨年度神奈川新聞社賞

をいただいた作品（「朝刊折込調

査）も掲示されています。 
優れた作品を鑑賞することは、

優れた作品を作り出す力の第一

歩です。こちらの方も、学校にい

らした際に、ぜひゆっくりとご覧

いただきたいと思います。 
よく見ると、子どもらしいおも

しろい視点の質問が隠れています。 
「かぶと虫 きみは好き？」という作品では、「手で持てますか？」という質問がありま

した。何パーセントくらい持てると思いますか？ 
「おにぎり大好き」という作品では、「好きなおにぎりの具は何ですか？」という質問の

下に、「誰のつくるおにぎりが好きですか？」という質問があります。「おかあさん」を選

んだ人が、63 人で第 1 位でした。第 2 位は、32 人でした。はたして、誰がつくるおにぎり

だったのでしょう。 
「カイコは好きですか？」という作品では、3 年から 6 年まで 62 名に聞いて、カイコを

かわいいと思うか、気持ち悪いと思うかは、32 対 30 でとても拮抗していました。理由も書

いてあり、見ていてとてもたのしくなりました。 
他にも、興味深い作品があります。ぜひ、しっかりと見てほしいと思います。作品を出

品してくれた人、ありがとうございました。 
 


